

様式1号（第３条、第４条関係）
 (
契約書と同じ印を
使用してください
)年　　　月　　　日
（あて先）日野市長
商号又は名称　　○○建設株式会社
所在地　　東京都日野市○〇　1-△-××
 (
兼任する現場代理人以外の
方
で、
当該工事において、市と
連絡
を
とる方の情報を記入してください。
)代表者氏名　　日野　太郎
　　　　印
事務担当者及び連絡先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日野　二郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　070-〇○○〇-××××

[bookmark: _Hlk207807675]現場代理人兼務届


下記の工事について、現場代理人の兼務を希望しますので、日野市発注工事における現場代理人の兼任及び常駐義務緩和の取扱要領第４条の規定により届け出ます。
なお、兼務する工事については、安全管理及び工程管理に万全を期し、施工することを誓約します。


	１　工事件名
	○○建築工事

	２　工事現場
	日野市○○△丁目×番地

	３　契約金額（税込）
	7,000万円

	４　工期
	　2025年　11月　1日から　2026年　3月　31日まで

	５　現場代理人氏名
	日野　三郎

	６　不在時の責任者氏名
	 (
上記の事務担当者と同じでも構いません。
)日野　二郎



（上記現場代理人が現在従事中の工事）
	[bookmark: _Hlk209774363]１　工事件名
	○○建築工事

	２　工事現場
	日野市○○□丁目△番地　○○小学校

	３　契約金額（税込）
	4,000万円

	４　工期
	　2025年　4月　1日から　2026年　3月　31日まで

	５　不在時の責任者氏名
	日野　四郎


 (
不在時の責任者とは
元請の社員で、工事期間中、常日頃工事現場に滞在することが可能である人
　をいいます。
)









※現場代理人が現在従事中の工事について、工程表を添付すること。
※裏面の「兼務要件チェックリスト」を記入すること。
兼務要件チェックリスト
※①または②にすべて☑が入ること。
　

①常駐を要しない期間に該当する場合
（日野市発注工事における現場代理人の兼任及び常駐義務緩和の取扱要領　第２条第１号）
	☑
	工事現場の作業状況等が次のいずれかの期間にある
※ア～オのうち該当するものに○をすること
ア.現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間
イ.工事の全部の施工を一時中止している期間
ウ.橋りょう、ポンプ、ゲート、昇降機設備等の工場制作を含む工事について、工場制作のみが行われている期間
エ.現場での後片付け作業及び工事完成図書類の作成が終了した時点から工期末までの期間
オ.その他、発注者が適当と認める期間


　　

②上記以外で兼務が認められる場合
（日野市発注工事における現場代理人の兼任及び常駐義務緩和の取扱要領　第２条第２号、第３条）
	□
	工事の規模・内容が、安全管理、工程管理等の工事現場の運営、取締り等が困難なものでなく、かつ、発注者又は監督員と常に携帯電話等で連絡が取れる体制が確立している

	□
	兼務できる工事の件数は２件までである

	□
	工事の現場は、２件とも日野市内である

	□
	監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応が可能

	□
	兼務しようとする工事請負金額がいずれも4,500万円（建築一式工事の場合は9,000万円）未満

	□
	既に従事している工事において常駐を求められていない

	□
	兼務しようとする者は営業所の専任技術者ではない




